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14)最近経験 した原発性 表u甲 状 腺 機 能 先 進 症
竣例の臨床像
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県立中東病院内 科
外科 ･放射線科
病理検査料

原発性副甲状腺磯能義遮症をこそれぞれ興味ある合併症

を伴った魂症例を経験 したので報告する.

症例 1.64歳,女性. 卜重体腫晦に上る末端肥大症上

原発性副甲状腺機能先進症が合併 し,多発性内分泌腺腫

癌症王塾と診断された.

症例1).I/19鼠 女性. 原 発 性副甲状腺機能llL進症に偽

痛風を合併 した,

症例 3.58歳,男性,腎結石で発見された原発性畠tj甲

状腺機能在進症に甲状腺腫を合併 した.

症例4.73嵐 女性.原発性副甲状腺療能先進症をこ多

発性骨髄腫,甲状腺願を合併 した.

4症例全てに耐糖能異常を合併 していたが,術後,耐

糖能に著明な変化は認められなかった.

15)原発性副甲状腺棟能克選症病変 の局在診 断
法とその成績
-MRL CT,RI,US,静脈血 サ ソプ リ
ソダ,病理所見の比較一
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新潟大学附属病院-入院 し,窺部手術を施行 した原発

性表fj甲状腺機能克進症 (PHP)患者16名について,エ

コ- (US),CY,シソチグラフイ- (シソチ),甲状腺
静脈血サンプリジグ (サンプ リング),MRIの局在診

断に†苅十る成績を検討 した.ll:_診率乱 入!lRl66.7Ou.

us58.39.6.サン-ノ=ン7153.900､∴ r+:13.800.m'
38.5%の順であった,0.5g 以下の病変や過形成例は,

いずれの方法でも局在診断がむずかしかった.MRIは

濃度分解能にす ぐれ 副甲状腺機能克進症病変の局在診

断をこ有用と考えられたが,rr2強調像がやや不明瞭であ

り,また リンパ節 も副甲状腺病変と同様の所見を皇する

ことが欠点と考えられた.
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① 1987年から1992年3月までに,大腸 ファイバ-

スコ-プ (CF)を施行 した202例について,血清 コレ

ステロ-ル (TC)億 と太腹,直腹膜癌 との関連を検討

した.

② 過形成ポリープでは血清 TC値との関連は認めら

れなかった.過形成ポリープと腺感性ポリープ合併例で

は,5例車 3例に,腺腫性ポリ-プでは,110例車43例

(39%)をニTC高値を認めた書単発性腺魔性ポリ-プと

多発性腺腫性ポ リープの間には TC値の差異はなく,

ポリ-プの数と TC健は相関 しないと思われた. 大腸

癌ヲ総毛腺腫,直腸癌例では,血清 TC健が低 くなる

傾向があり,病瓢 教食状況を反映 したものと思われる.

③ 糖尿病例で腺魔性ポリ--プを有 し,血清 TC高値

のものが8例認められた.アルコール多飲者で腺腫性ポ

り--/を有 し.血清′1､C低値であ･.-たし1例には肝 不全

の影響も考えられた.

⑥ 今後は,CaTCinomainademomaにおける詳細

な検討を続ける予定である.


